

































































































































「和仁」 避け、兼見に改名し、十八年四月 は 請願していた神殿の再興が叶い、斎場「太元宮」の裏に神殿二宇 造立 たので 後陽成天皇から造営料二十石が下賜されている。こうし 神祇官代 地位を確実なものとし、文禄元年
（一五九二）
子息兼治に家督を譲り、官職













































































































































































































忠興、興元に土産の品を渡し、さらに、藤孝 に対して問うた「古今伝授」中の「日本紀」神代巻の中の「不審」について、兼和が答えている。機会があるごとに兼和が坂本 光秀を訪れているのは、信長の動静をあらかじめ兼和に教えてくれることと、光秀が村井貞勝に先んじて京中支配を信長から任されて たためである。それに加えて従来から幕臣として親し った細川藤孝とは 「古今伝授」に見られるよう 吉田家が所蔵する多くの書物と吉田家の学識の高さで 肝胆相照らす関係にあったからであろう。忠興 玉子の婚姻はこの二年後である。明智家と細川 は吉田家を介して、世俗 利害関係においても、文化の面でも、祈念を依頼するされる関係 おいても、天正四年ごろからしっかり結びついていたことがわか 。　
天正六、七年の二年間の吉田家の武士との交友関係の特徴は、第一
に光秀との交友関係が最も強いこと、第二に光秀に次いで親しいのは、細川藤孝であったこと、第三には、村井貞勝と 親交 増えは たことである。　
光秀は信長の命令通り、丹波・丹後攻略その他に渾身の努力を傾け















なったのに対し「丁寧也」と感激し、その後も雨降り ため「 座」が続いたので、うどんと肴で再度もてなされたため「重畳之義也」と喜んでいる。二月二十三日に光秀が京都にやってき で 兼和は早速光秀を訪れ それは、この前日、兼和の小姓「与次」が 逐電」したという事件があ ためである。与次は光秀領内の雄琴の者であったので、兼和は契約書を持参の上光秀に訴える。すると光秀は「在所に命じて捜索させる」と約束し 家臣「磯谷新介」が兼和の家人一人を伴 て雄琴へ出発している。　
二十一日と二十六日は兼和は信長の東山での狩の御供をするのに忙










援助で、吉田家は小姓の問題 見事に解決する とができた。そし光秀は領内の行政を磯谷氏や雄琴荘代官と呼ば 大中寺氏、川野氏らの家臣に任せていたこともわかった。吉田家の小姓が雄琴出身であることも、光秀との親密さの現れであろう　
兼和の妻の出自は武士佐竹氏である。兼和は妻の父佐竹出羽守とは


























七年は過酷な年であったと思う。そうした年 瀬に 坂本城に帰っていた光秀を、十二月二十五日、綿一屯を持って兼和が訪れたことは、光秀にとっても一年を締めくくる安堵 ひととき あった 思 。兼和が藤孝の元を訪れるのは二十七日で 光秀訪問の次 るこ にも
注意したい。その翌日二十八日に兼和は村井貞勝を訪れている。　
細川藤孝との関係では、この年代、文化面での記述が多いのが注目
される。天正六、七年に光秀が武将として猛烈に忙しくまた大きな軍功を挙げていたのに対し、藤孝は正月 六 、里村紹巴宅で藤孝が茶宴を催し、兼和に釜を借りており、二十一日には藤孝は佐竹氏と兼和を訪れたので は「風呂を焼」いている。二月三日山本加賀入道が藤孝に名香を贈ったことを、兼和が記し のは、兼和にとって大切なニュースだったのであろう。六月十八日 藤孝は三条西公国に『古今集』を伝授している。いわゆる「古今伝授」であ このことも兼和は日記に記している。そして十二月二十七日 青龍寺
（勝龍寺）
城に藤孝を訪れ、歳末を賀 光秀を坂本城に訪れた 後のことである。このよう 、兼和のまなざしは、武将、最も信頼でき信長の重臣、坂本城主として光秀を見ているのに対し 藤孝は 先ず第一に当代一の文化人で、 「古今 」の担 手としてであったことがわかる。　
天正六、七年に交友関係が深まりつつあった第三の人物は村井貞勝




記』では天正四年七月からである。十六日貞勝は洛中に「踊」の興業を許可している。この所司代の許可を機に、お盆行事としての「踊」はこの年大いに盛り上がり、二十七日までの 一 間、毎夜のよ に「踊」が催され、他所から「踊」がこちらへ来ると 「踊の返し」をしに向かうという、楽し 盆行事が展開されている。　
天正六年より兼和は村井貞 、貞成父子の宅を訪問するようになり、






























































竹簾を進上し りしている。七月四日 はその二条御所の見物も叶い、信忠とも対面することができた 八 に、誠仁親王と信長が典侍冷泉氏のことで険悪になっ き、誠仁親王妃
（勧修寺晴子）
から密かに親










のことであろう。光秀の姉妹、あるいは妻である煕子 姉妹であると思われ、こ 人がのち信長 側室として登場する女性であろう。　
二回目、三回目の訪回は閏三月十三日と二十八日で、いずれも坂本



































































之衆」に対して罷出るべき旨の御朱印が出ていると、 「朱印状」の案文を添えて知らせ きた。つまり光秀は京での馬揃え執行の「奉行となっており、公家衆に対しては、光秀の判断 吉田兼和に一足先に知らせていることがわかる。この書状に驚いた兼和は、自分は参加すべきではないので、翌二十六日坂本に出向き、馬揃えへの参否如何を問うたところ、光秀は「兼和に触れたのは光秀の一存であり、急に準備するのは難しいだろうから、気遣いの め」知らせたと返答した。そこで兼和は馬揃えへの参加の 免除」を乞い、もしも信長から叱責を受けたりしたときは取りなしてほしいと頼むことも忘れなかった。　
このように兼和は、光秀から信長の動静や公家衆への布達をいち早
く知らせてもらう窓口になっていた である。しかし二十六日にも光秀は病のため対面がなく、細川丹波守をも 指示 伝えられている。つまりこの時期、光秀は自らの体の不調を押して馬揃 の奉行を務めていたことがわかる。　
二月一日にも兼和は光秀を訪れようとしたが、 「川原」で光秀に





頼まれたので、持参したり、村井貞勝が馬揃え ため 仕立てた道具を見に行っ り、近衛前久が騎乗する馬が坂本 ら牽 れてきたのを
見たりしている。信長は二十日に入京するとの飛脚が来たので、信長を山科で出迎えるなど、連日準備に余念がなかった。内裏の東に造る馬場の工事には、 「上下京罷出」とあるので、公家寺社管轄下 民衆が動員されたの あろう。南北四町、東西一町余の馬場は二日でできあがっている。入京し本能寺に宿泊している信長に、兼和と子息兼治が対面し、狩野の描いた扇十本を取次の有閑を通じて進上している。　
二十三日には藤孝に頼まれ、光秀・松井有閑・藤孝が吉田の春日馬





























































































る記事の数倍の活動をしていたことがわかる。信長の重臣 して馬揃えの挙行を布達し そのことを親しい兼和に知 せ など 大きな務めを果たすほか、丹波国の経営では、法と道理 基づく領国支配を打ちたててい ことがわかる。しかし自身の健康は万全ではなく、姉妹で信長側室であった「妻木」の死にもあい、丹波・丹後の一色氏や矢
野氏との講和実現も、信長の意思と齟齬をきたしはじめたことを実感していたことが知られる。光秀にとっては、天正九年 、ようやく領国主として、また信長の重臣として 働きが軌道に乗り始めたにもかかわらず、丹波経営における信長の意図との齟齬にみえるように 信長の天下平定策と、自らの追求してきた「調略」を駆使しての和平路線との差を、強く感じ初めた年であったといえよう。　
兼和と藤孝の交友関係は、光秀のそれに比較すると、簡潔である。





































































































から呼び出され、兼和が光秀への「 使 として下るべき旨を仰せられ、 「緞子一巻」 手みやげとして受け取り、七日に安土に向かうことになった。　
七日兼和は家司五人、中間四人、人夫二人を連れて弓も持たせ、妻
































を差し上げてもてなしている。 の夕食には里村紹巴などが相伴していた。夕食後光秀は下鳥羽の陣に移動 、 光秀が進上した銀子を禁裏へ持参すると、女房奉書が光秀の陣に対しもたらされた。　
右は九日までの『兼見卿記』の記事である。本能寺 変の直後、兼
和が光秀への朝廷からの使者として安土城 向か 、 面時に「謀反の存分」が語られたことを記しているのは、それまでの光秀と兼和の親交 厚さから頷ける。また光秀が入京後兼和邸を訪れ、朝廷や五山、大徳寺などへの献金を兼和に託した点も重要であろう。兼和はこれま
で、光秀の朝廷への接近の窓口を務めてきたからである。兼和にとって光秀が信長への取りなしの窓口であったために特に親しくしていたのと同様、光秀にとって兼和は朝廷対策の重要な窓口であったのである。　
『兼見卿記』以外の史料も動員して、六月二日から九日までの光秀















め、十一日下鳥羽に退き、淀城を修築する。十二 は京周辺在所の「構」を普請させており、これに白河、浄土寺、聖護院 人足を出して「合力 している。またこの日 青龍寺の西で「鉄砲軍
いくさ
」があった






















息兼治に再婚させたのも、藤孝 の元亀、天正年間前半からの親交によるものであろう。二人の婚姻 本能寺 変から九ヵ月後 天正十一年三月二十八日になされるのである。　
『兼見卿記』の記事を検討することで見えてきた最も重要な点は
当代の公家や武家は、政治の動きに敏感であり、その波 飲み込まれないように智恵を働かせ 親類縁戚から交友関係まで利用して生きていたことである。しかし政治一辺倒 生 方 はなく、吉田 の場合、家職は勿論、趣味をも大切にし、年中行事を楽しみ、親し 人々には節季の贈り物を欠かさない生き方をしており、そ 過程で 名手や腕のたつ職人や医師と 幅広く 流していたことが明らかに きと思う。　
特に、天正七年二月に兼和が信長の列卒衆に対し、月に二度も「焼
















































































































（（）	 「天寧寺文書」 （前掲） 。
（
（（）	 『武家家法』一〇二七条 『中世法制史料集』第五巻武家家法Ⅲ所収 （岩波書店、二〇〇一年） 、 「御霊神社文書」 「天寧寺文書」など。
（


























（（）	 『多聞院日記』 （前掲） 、 『改訂信長公記』太田牛一著、桑田忠親校注、新人物往来社、一九六五年） 、 『離宮八幡宮文書』 、 『多賀神社文書』など。
（
（（）	
注 （
（） 書参照。
発展の大きさを推測させる。　
しかしこのような幅広い交友関係が温められるのは、合戦のない平
和な京都が実現された時期に限られたことも忘れてはならない。
本能寺の変直後までの吉田兼和の生き方と交友関係
（19） 191
